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明治大学・川崎市 黒川地域連携協議会 第 1 回 農産物等研究専門部会 

議事要旨 

１ 開催日時：平成 30 年 6 月 14 日（木）14:00～16:00 

２ 開催場所：明治大学黒川農場 1-A 会議室 

３ 出席者 ：［座長］小清水客員教授 

      ［部会員］藤田委員、市川委員、志村（政幸）委員、立川委員、志村（健二）委員、

保谷委員、山中委員、奈良田委員、古山委員（岩渕委員代理） 

      ［事務局］川崎市経済労働局都市農業振興センター 農地課 二郷農地課長、地引保

全係長 

           コンサルタント（(株)UR リンケージ 遠藤、牧野、岸本） 

４ 議事 ≪主な意見≫ 

（１）これまでの取り組みの成果 

 １）地元が中心となった多様な取り組みの展開による地域活性化 

①協議会に地元の方が入ったことで、地に根付いた活動になった。

②竹行燈が神社のお祭り等で展示されるなど、地元に根付いた活動となっている。

③多様な催しが開催され、全体的に良くなった。

④地元農家が集まった団体による「美術展」を行っており、黒川のＰＲ、地域の活性化の一助

になっている。

 ２）アスパラガスによる黒川の農業活性化 

①アスパラガスを通じて農家同士が話をする機会が増えた。

②アスパラガスの評判が良く、すぐに売り切れるヒット商品となっている。

③アスパラガスが明大連携の象徴となっている。

（２）今後の課題 

 ≪全体にかかるもの≫ 

１）協議会における取り組み成果の共有化 

①他の部会も含め、協議会の取り組みへの参加者数等を知りたい。

②協議会の取り組みへの参加者数や認知度の向上など、成果を共有する必要がある。

 ２）計画の見直しのポイントについて 

①農家収入につながる取り組みを進める必要がある。

②さらに新たな取り組みを拡充する必要がある。

③これまでの取り組みを継続していくことが重要である。

④取り組みの目的や目標を再確認し、柔軟に変更する必要がある。

⑤重複する内容のものは、統合や見直しをする必要がある。

 ３）明大黒川農場との連携の強化 

①地元の農業者と明大の農場の人たちが交流できると良い。

②アスパラ以外にも、新たな明大連携のテーマを見つけたい。
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 ≪農産物等研究専門部会にかかるもの≫ 

４）アスパラガスの生産体制の拡充と販路拡大 

①ブランド化のためには、アスパラガス栽培に取り組む農家を増やす必要がある。

②アスパラガスの収穫時期に他の農作物の収穫時期とかぶってしまう。

③継続して、アスパラガスの栽培指導や補助がほしい。

５）短期間で収穫できる作物の検討 

①短いサイクルで収穫、出荷できる作物を検討したい。

（３）具体的取り組みにおける今後の課題と平成 30 年度の実施計画について 

１）農１：大学と農家の意見交換会 

≪今後の課題や方向性≫ 

①農産物部会のメンバーだけではなく、協議会全体で行ったほうが有効だ。

②明大の先生方の専門や研究内容などの情報がほしい。

③明大の先生方のリストがあれば、協議会全体で共有したい。

④収穫祭の午後などに、農家向けのガイドツアーを企画し、意見交換できると良い。

≪H30 年度の実施計画≫ 

①農場の先生および研究内容のリストを作成して共有する。

②農場全体の見学をしたい場合は、検討する。

２）農２：アスパラガスの新たな栽培方法「採りっきり栽培®」の実施 

≪今後の課題や方向性≫ 

①市からの物品の補助がほしい。

②セレサモス等での販売スタイルや宣伝方法について、検討したい。

③アスパラガスの栽培方法をもう少し研究したい。

≪H30 年度の実施計画≫ 

①巡回指導を農地課職員や関係機関と連携して実施する。

②元木先生を招いて今期の反省会を行う。

３）農３：農産物に関する講習会 

≪今後の課題や方向性≫ 

①当面はアスパラガスについての講習会となるため、農２と統合してよい。

４）農４：地元農業者との農産物加工品等に関する検討 

≪今後の課題や方向性≫ 

①農家が加工品を作るには、施設投資が必要なため、ハードルが高い。

②余った野菜や直売に出せない野菜等を有効活用したい。

③委託加工をすることも考えられる。

≪H30 年度の実施計画≫ 

①加工品委託のできる工場見学を検討する。
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５）農５：黒川野菜・果物のＰＲ 

≪今後の課題や方向性≫ 

①農場の野菜と品種が被ってしまうのは、しかたがない。

②収穫祭で黒川野菜のＰＲをして、セレサモスに買いに再来訪してもらえるようにしたい。

≪H30 年度の実施計画≫ 

①収穫祭での PR方法を改善する。

５ まとめ 

① 「今後の課題と検討の視点」の方向性で見直し、今後の検討内容をまとめる。

 以上 


